
 

     
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

の違いがあり 

幸せを 
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“言葉に注目” 

＜ それは純粋な錫（すず）であり地球上ではごく微量が知られている・・・ ＞ 

『 Ｕ Ｆ Ｏ の 謎 』  G・アダムスキー著 中央アート出版社 

 これは、円盤から落とされた物質についての報告です。１９５３年にブラジルのカンビナス

に落下して溶けた金属の話があり、それは、円盤からのものだという。「数機の円盤がその町の

上空に全市民の眼前で停止していた。まん中の一機が故障しているようだった」。これと同様な

事件が、ワシントン州のタコマで発生し、ここでも故障機が融解した金属を落としたというこ

とです。数ポンドの金属が街路や歩道に落下して輝く金属に凝固してしまったという。 

 この金属をブラジルのある研究所とアメリカの一科学者の両方によって分析され、それが純

粋な錫（マグネシウムという話もあるようです）とされているようです。これを作り出した技

術が、この地球上のものではないことは明らかだと、アダムスキーは言っています。 

 

＜第１１１号＞ 

  冒 頭 語 

エゴとは何でしょうか？ 一般的には、自我とか自己と解釈されています。アダムスキーが言

っているエゴとは、利己主義に近いイメージがありますが実際は違うようです。 

 一般的にエゴという場合は、自分を持っていることであり自我の確立は重要なこととなりま

す。そこからプライド（誇り）が生まれ、それ自体は問題となりません。それらを固持するある

いは、妥協しないということが問題となるようです。それも時と場合によって、超一流のスポー

ツマンや政治家などは、それで大成することもあります。 

 このように、一般的にエゴという場合は、決して悪い事ばかりではありません。しかし、エゴ

にしてもエゴイズムにしても、人間の心の一部を意味していて狭い範囲の状況を言っています。 

アダムスキーの言っているエゴとは、四つの感覚器官である視覚、聴覚、嗅覚、味覚により形成

された心を指しています。この四官は、それぞれ異なる能力を有していて、共通するところがあ

りません。従って、それぞれの器官の好き嫌いにより独立した自我を持つようになります。 

 つまり、それぞれの器官の好ましい事のみを求めるようになり、他の器官を尊敬せず調和しよ

うとしないのです。これがアダムスキーの言うエゴであり、人間の心を形成することとなります。

その心（エゴ）は、頼れるのは自分だけとなって、目先のことに左右され常に不安な思いにさら

されます。その結果、人間同士が対立し、戦争と破壊の繰り返しとなるのです。これでは、成長

し発展するような、安定した未来を築くことはできません。 

 では、どうすればよいのか？ まず、このような心（エゴ）を自分は持っているのだと自覚す

ること。そのうえで、正道を求めていくしかありません。具体的には、アダムスキーや仏陀が伝

えたように四官をコントロールするということです。そのうえで、心（エゴ）が本来頼るべき指

針である〝宇宙の意識〟を自覚し、それに従っていくということです。 

 このこと、つまりエゴの自覚とそれをコントロールするということ、そして宇宙の指針を見出

すことが、アダムスキーが伝えた要諦であり地球人に明示された光明であると思います。 

 

 

＜発行の趣旨＞ 真実のコンタクティー（友好的な異星人との会見者）であっ

たアメリカの故ジョージ・アダムスキー。彼が伝えた宇宙の真相

と宇宙哲学を広く伝えることを目的に１９９６年、国際アダムス

キー普及会を設立しました。当会では、この目的を達成すること

で、宇宙（宇宙の意識・友好的な異星人）と地球をつなぐ活動を推進しています。

その一環として、宇宙的メッセージの発信と情報交換の場として、

Ｇ・アダムスキー通信を発刊することといたしました。 

ジョージ 



 今回は、レクチャー１２「たえまなき進歩の報い」の『本講座の要約』です。 

 この前段に、確認事項のような部分があります。そこに第１１講について、「あなたへやって

くるもろもろの啓示は過去のあなたの一部であるのでそれを無視しないようにと警告しまし

た。」と書いています。そして、それはきわめて重要だというのです。その理由は、「人生は   

〝はめ絵〟パズルのようなもので、あなたが完全な絵を望むならばどの部分も無視できないか

らです。」としています。そして、人間は好き嫌いの生活をしてきているので、一部分を代用す

るようなことをしがちですが、これらにうち勝たなければならないと言っています。 

 そして、善とか悪とか興味を持てないというのは、理解力の欠乏による法則の誤用であると

語ります。しかし、その過失により学ぶのであると伝えています。人間は、物事を分析する権

利を持っているものの、非難してはいけないと注意します。分析に過失があったならば、素直

に認めることを促しています。次に、講座についての要約となります。 

 第１講では、生命の分析と因を知覚すること、物事の因果関係に気づくこと、そして感知力

を増すよう努力すること。第２講では、心が外界の諸現象に惑わされないこと、他の万物の働

きの驚異を感知すること。第３講では、宇宙の法則が万物の中で働いていることを見ること。

第４講では、万物が相互に関連し合っていることを観察すること。第５講では、英知と生命力

は意識から来ること。第６講では、肉体を若返るには心を若返らせること、新しい物に関心を

持つこと。第７講では、宇宙の記憶と記憶の重要性について心だけでは記憶を保てないこと。 

第８講では、人間の分離感は知識の欠乏による。第９講では、宇宙的細胞と物欲細胞に関する

こと。第 10 講では、意識による旅行について。第 11 講では、宇宙空間の探険について。第

12講が、本講になります。今回は、要約部分なので解釈より概要のようになりました。 

一人の少年が 

           ＜名言格言編１１１＞ 

〝 学者の取った天下なし〟 

 学者は学問のうえでは政治や国家について理想を論じても、実際の世の中のことはよくわか

っていないから、政権を握り、政治を行うことはできないという皮肉です。しかし、学者の多

くは、世俗を離れた理想を語るもので、そのところは、良い点でもあると思います。 

 

Ｑ：国際アダムスキー普及会の狙いは？   ※ここでは、よくある質問等をＱ＆Ａとして書いたものです。   

Ａ：Ｇ・アダムスキーから伝えられた教えを正しく理解し継承すること、そして出来れば普及

することにあります。また、新たな情報がない中で、アダムスキーの正当性を伝え続け、出来

ればアダムスキー支持者を減らさないことにあります。これらは、なかなか困難な活動です。 

       

        『宇宙を超える地球人の使命と可能性』  木内鶴彦 著  KK ロングセラーズ 

 木内氏は、３度臨死体験をしたことで知られ、その時、意識体の中で自己を失わないように

しながら様々なことを経験しました。その経験から色々な発見や発明をしています。それらが

書かれていて、日本の歴史探訪を初め太古の水の開発や国際特許の太陽光発電システムなど大

変な活躍です。透視の様子や意識に対する考え方など、アダムスキーの片りんを感じます。と

はいえ、いくつか疑義もありますが、意識界と人間を考えるうえでは良書であると思います。 

 

       『生命の科学』学習会。あなたをとおして“宇宙の意識”が輝きますように！ 

☆東京開催☆  2025 年 5 月 10 日（土）、8 月 23 日（土）、11 月 2 日（日）午後 1 時 30 分よ

り台東区民会館第１会議室または特別会議室小。状況により変更があるかもしれません。 

【編集後記】  

 毎回のことながら、多忙の中、完成してホッ 

としています。どうも色々な役を仰せつかり、 

多忙となっているのが良し悪しのようです。 

ＵＲＬ：http://www7b.biglobe.ne.jp/~adamski/ 
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の違いがあり 

幸せを 
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“言葉に注目” 

＜ こんな暗黒の中に住んでいるこの人間とは誰なのでしょう？ ＞ 

『 第２惑星からの地球訪問者 』  G・アダムスキー著 中央アート出版社 

 これは、本書における土星のマスターの言葉です。この前段で、「人間は・・・調和を破壊・・・

隣人にたいして敵意をもって生活し、心は混乱して分裂しました。まだ平和を知りませんし、

真の美を見ていません。・・・人間はまだ地獄に落ちた魂として生きています。」と語っていま

す。そして、表題の言葉の次に、「それは〝不滅なる者〟に奉仕しなかった救われざる者です！」

と言っています。地球人をこれほど手厳しく、かつ正確に表現できる人はいないでしょう。こ

れは、まさしく多くの地球人の現状であると思います。このため地球上では、魂は継続するが

記憶のリセットが起こるのです。地球人は、生きるべき指針に気づかず、意味のないことにエ

ネルギーを使っているのです。将来への希望はあるものの、この現状認識は大切なところです。 

 

＜第１１２号＞ 

  冒 頭 語 

私たちは、肉体が死んでも転生する部分として魂があることを知っています。アダムスキーは、

魂という言葉をあまり使わず、意識（宇宙の意識）と同様に伝えているようです。では、魂と意

識は同じものなのでしょうか？ 

 意識は、宇宙がいくつかあるとしても、それらの万物を創造しています。宇宙は物質界として、

意識の望む姿、イメージを実現する世界として存在しているのです。その世界に宇宙の法則を存

立させ規律的なものとしています。 

 一方の魂は、意識の分与として存在しているイメージです。意識の極小部分であっても、意識

と同じであると言っても間違いないと考えられます。しかし、まったく同じと言えるのかという

ことです。 

意識は、男女含有の存在であり、魂も同様であると思われます。物質界では、男女が別であり

その間に子供ができれば、子は両親の因子をもらいますが両親とは別ものです。何人か生まれれ

ば、兄弟姉妹となりますが兄弟姉妹同士も父母とも別の存在です。仮に、一卵性双生児であって

も同様のことが言えます。つまり、肉体も別に存在し魂も異なるということでしょう。 

 魂が異なるとは、同一の意識から出ながらも個性がある、意識の様々な顔と言えそうです。意

識は自己分裂のように魂を創造しますが、それぞれが兄弟姉妹のように個性があり、肉体を得た

のち転生を繰り返しながら、それぞれが様々な経験や学びを得、個性に合わせて変化していくよ

うに思います。 

 ひとつの宇宙を見た場合、そこで卒業するような魂も存在していると考えられます。それらは、

意識界（原因）と宇宙（結果）をつなぐ天使のような役割を担うように思います。 

 いろいろ考えてみると、魂は、意識がイメージする宇宙の実現のため、肉体を通じて直接的な

支援ができるように創造されているようです。つまり、言い尽くすことは困難ですが、意識と魂

では根本は同一であるけれど、役割が異なるということだと思います。 

 

 

＜発行の趣旨＞ 真実のコンタクティー（友好的な異星人との会見者）であっ

たアメリカの故ジョージ・アダムスキー。彼が伝えた宇宙の真相

と宇宙哲学を広く伝えることを目的に１９９６年、国際アダムス

キー普及会を設立しました。当会では、この目的を達成すること

で、宇宙（宇宙の意識・友好的な異星人）と地球をつなぐ活動を推進しています。

その一環として、宇宙的メッセージの発信と情報交換の場として、

Ｇ・アダムスキー通信を発刊することといたしました。 

ジョージ 



 今回は、レクチャー１２「たえまなき進歩の報い」の『この講座を毎日読むことが大切』です。 

 本文に入る前に、前回触れた要約の最後のところで、「スペースブラザーズは読者の多くがこ

の講座を通じて充分に発達し、研究グループを組織することを望んでいます。」とあり、「そう

すれば、あなたは〝自我〟を理解するのに自分ばかりでなく他人をも援助する・・・われわれ

はさらに良き社会を持つ・・・。」と書いています。これが動機となり、かつてのアダムスキー

支持団体や、当会など複数の会が「生命の科学学習会」等を行っているわけです。 

そして今回では、次のように書いています。「一日一講座の少なくとも一ページを読み直して、

その中に述べてある事柄を思い浮かべながらその日を過ごすのは賢明です。そうすればいつの

まにか多くを身につけている自分に驚くでしょう。」 

実際そのようにしている、という人もいることでしょう。自分の経験では、そこまでではな

いものの「生命の科学」に触れる機会を増やし、文章の意味を深く掘り下げ感じることで、現

実社会における様々な事象を理解することができたと実感しています。 

続いて、本講座は、人生の道標になること、緩慢な進歩に失望してはいけないことが書かれ

ています。そして、「あなたの〝真の実体〟という真珠を得るためにはうんと掘り続ける必要が

あります。」と言って、これを勇気と決心と忍耐で行えば、永遠の祝福という報いをもたらすと

しています。 

人間に必要なのは〝真理〟です。人間の欲が入ったものや地球だけに役立つ知識は、宇宙的

にほとんど意味を持ちません。時代を超え、全宇宙に通じるものが真理です。「生命の科学」は、

その真髄を理解することで、この世界で様々な真理を見出すことができます。これを実感でき

るほどに学んでいく必要があると感じています。 

一人の少年が 

           ＜名言格言編１１２＞ 

〝 年寄りの物忘れ若い者の無分別 〟 

 一般に老人は物忘れがひどく、若い人は経験が少ないことから物事をわきまえないという欠

点があるということです。もちろんこれに該当しない場合もありますが、このような傾向があ

ることから言われているようです。 

 

Ｑ：最近、地球の地軸が傾くとの話がありますが？  ※ここでは、よくある質問等をＱ＆Ａとして書いたものです。   

Ａ：これは、アダムスキーが初めて知らせたことであると思います。「第２惑星からの地球訪問

者」のなかで、オーソンが必ず起こると語っています。しかし、これとは別の異星人からの情

報として語られているようです。これらが事実としても、まだ少し猶予があると考えています。 

       

        『世界のニュースを日本人は何も知らない６』  谷本 真由美 著 （株）ワニブックス 

 著者の谷本さんは、元国連専門機関の職員です。日本をはじめイギリス、アメリカ、イタリ

アなどでの就労経験があり、それを背景に最新ニュースについて独自の解説をしています。仕

事に対するスタンスは、日本人と他国の人々とは、大きな違いがあることがわかります。また、

様々な事件等の背後について、日本ではあまり報道されないことにも忖度なく解説を加えてい

ます。本書は、同タイトルの６冊目ですが、どれも同様に勉強になるものと思われます。 

 

       『生命の科学』学習会。あなたをとおして“宇宙の意識”が輝きますように！ 

☆東京開催☆  2025 年 8 月 23 日（土）、11 月 2 日（日）、2026 年 2 月 23 日（月・祝）、午

後 1 時 30 分より台東区民会館第１会議室または特別会議室小。 

【編集後記】  

 今回は、やることが多く先手先手で様々なこ                      

とを進めてきました。その結果、余裕はないも                       

のの、あたふたせず完成できてよかったです。 

ＵＲＬ：http://www7b.biglobe.ne.jp/~adamski/ 
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